
満潮時 干潮時 満潮時 干潮時 満潮時 干潮時 後背地 海域 空港島
1 キジ キジ キジ 留鳥 ○
2 カモ カモ ツクシガモ 冬鳥 150 155 ○
3 ヨシガモ 冬鳥 ○
4 ヒドリガモ 冬鳥 5 85 ○
5 マガモ 冬鳥 2 153 298 ○
6 カルガモ 留鳥 6 2 8 23 824 350 ○ ○ ○
7 ハシビロガモ 冬鳥 ○
8 オナガガモ 冬鳥 86 69 ○
9 コガモ 冬鳥 7 6 ○
10 ホシハジロ 冬鳥 ○
11 キンクロハジロ 冬鳥 8 ○
12 ホオジロガモ 冬鳥 1
13 ウミアイサ 冬鳥 10 27
14 カイツブリ カイツブリ カイツブリ 留鳥 ○
15 カンムリカイツブリ 冬鳥 2 4
16 ハト ハト キジバト 留鳥 ○
17 カツオドリ ウ カワウ 冬鳥 6 1 24 25 68 20 ○ ○
18 ウミウ 留鳥 4
19 ペリカン サギ アオサギ 留鳥 14 10 70 96 7 7 ○ ○
20 ダイサギ 留鳥 15 68 95 149 ○ ○
21 チュウサギ 夏鳥 ○
22 コサギ 留鳥 3 3 6 3 ○
23 クロサギ 留鳥 1 3
24 トキ ヘラサギ 冬鳥 3 5
25 クロツラヘラサギ 冬鳥 15 19 10 10 ○
26 ツル クイナ ヒクイナ 留鳥 ○
27 バン 留鳥 ○
28 オオバン 留鳥 ○
29 チドリ チドリ ムナグロ 旅鳥 ○
30 ダイゼン 冬鳥 81 119 47 4 4
31 コチドリ 留鳥 ○ ○
32 シロチドリ 留鳥 2 2 2 21 ○
33 メダイチドリ 旅鳥 ○
34 シギ タシギ 冬鳥 ○
35 オオソリハシシギ 旅鳥 94 99 12 ○
36 チュウシャクシギ 旅鳥 204 303
37 ダイシャクシギ 冬鳥 7 69 66 ○
38 ホウロクシギ 旅鳥 1 11 ○
39 アオアシシギ 旅鳥 5 4
40 キアシシギ 旅鳥 96 131 5 ○
41 ソリハシシギ 旅鳥 3 21 ○
42 イソシギ 留鳥 1 2 1 1 ○
43 キョウジョシギ 旅鳥 ○
44 オバシギ 旅鳥 ○
45 コオバシギ 旅鳥 1
46 トウネン 旅鳥 2 1 ○
47 ウズラシギ 旅鳥 1 1
48 ハマシギ 旅鳥 922 690 8
49 カモメ ユリカモメ 冬鳥 1 15 25
50 ズグロカモメ 冬鳥 345 243 ○
51 ウミネコ 留鳥 96 182 ○
52 カモメ 冬鳥 113 98
53 セグロカモメ 冬鳥 11 9 59 40 ○ ○ ○
54 オオセグロカモメ 冬鳥 4 ○
55 ハジロクロハラアジサシ 旅鳥 1
56 タカ ミサゴ ミサゴ 留鳥 4 5 2 3 5 6 ○ ○
57 タカ トビ 留鳥 2 3 5 1 ○ ○ ○
58 チュウヒ 留鳥 ○
59 ハイタカ 冬鳥 ○
60 ノスリ 留鳥 1
61 ブッポウソウ カワセミ カワセミ 留鳥 ○
62 キツツキ キツツキ コゲラ 留鳥 ○
63 アオゲラ 留鳥 1 1 ○
64 ハヤブサ ハヤブサ チョウゲンボウ 冬鳥 ○
65 ハヤブサ 留鳥 1 ○
66 スズメ モズ モズ 留鳥 ○
67 カラス ハシボソガラス 留鳥 18 16 36 309 ○
68 ハシブトガラス 留鳥 3 39 4 6 2 ○ ○ ○
69 シジュウカラ シジュウカラ 留鳥 ○
70 ヒバリ ヒバリ 留鳥 ○ ○
71 ツバメ ツバメ 夏鳥 ○ ○
72 コシアカツバメ 夏鳥 ○
73 ヒヨドリ ヒヨドリ 留鳥 40 ○
74 ウグイス ウグイス 留鳥 1 ○
75 メジロ メジロ 留鳥 ○ ○
76 ヨシキリ オオヨシキリ 夏鳥 7 7 ○
77 セッカ セッカ 留鳥 ○ ○
78 ムクドリ ムクドリ 留鳥 ○
79 コムクドリ 旅鳥 ○
80 ヒタキ シロハラ 冬鳥 ○
81 ツグミ 冬鳥 ○
82 ジョウビタキ 冬鳥 ○
83 ノビタキ 旅鳥 ○
84 イソヒヨドリ 留鳥 1 ○
85 スズメ スズメ 留鳥 ○ ○
86 セキレイ ハクセキレイ 留鳥 1 1 2 1 1 ○ ○
87 セグロセキレイ 留鳥 ○
88 タヒバリ 冬鳥 ○
89 アトリ カワラヒワ 留鳥 1 4 ○ ○
90 ベニマシコ 冬鳥 ○
91 ホオジロ ホオジロ 留鳥 ○
92 ホオアカ 留鳥 ○
93 アオジ 冬鳥 ○
94 ハト ハト カワラバト(ドバト) 篭鳥 ○
95 スズメ チメドリ ガビチョウ 篭鳥 1 ○
96 ソウシチョウ 篭鳥 1

23種 25種 17種 25種 25種 27種
1,485個体 1,529個体 376個体 652個体 1,969個体 1,858個体

注1： 分類群及び種の順番は「日本鳥類目録改訂第7版(日本鳥学会、2012)」に従った。
注2： 渡りの区分は「わたしたちの自然史第100号記念号(自然史友の会、2007)」を参考にした。

留鳥：周年、ほぼ同じ地域に生息する種・・・・・・・・・・ 41種
夏鳥：夏季を中心に生息し、冬季は飛去する種・・・・・・・・・・4種
冬鳥：冬季を中心に生息し、夏季は飛去する種・・・・・・・・・・31種
旅鳥：渡り途中で定期的に短期滞在する種・・・・・・・・・・17種
迷鳥：本来の分布域から外れて飛来した種・・・・・・・・・・0種
篭鳥：本来飼育されていた外国産鳥類・・・・・・・・・・ 3種

No. 目名 科名 種名
渡り
区分

令和３年度　曽根干潟鳥類調査結果

15種

冬季 [干潟域]秋季 [干潟域]

15種

参考

計 13目 33科 96種 69種

春季 [干潟域]


